
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

『
満
蒙
遊
記
』
付

「
満
蒙
遊
草
」
の
漢
詩

(
一
)

西

村

富
美
子

与
謝
野
鉄
幹
は
妻

の
晶
子
と
と
も
に
、
昭
和
三
年

(一⑩
b。。。)
五
月
上
旬
、
正
確

に
は
五
日
か
ら
、
六
月
中
旬
、
正
確
に
は
六
月
十
七
日
に
か
け
て
、
南
満
州
鉄
道

の
招
聰
を
受
け
て
中
国
を
旅
行
し
て
い
る
。
鉄
幹
五
十
五
歳
、
晶
子
五
十
歳

の
と

き
の
こ
と
で
あ
る
。
注
(-)

鉄
幹
晶
子
夫
妻

に
と

っ
て
十
七
年
ぶ
り
、
二
度
目
の
外
遊
で
あ
る
が
、
最
初

の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
と
は
内
容
も
目
的
も
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
南
満
州
鉄
道
お
抱

え
の
大
名
旅
行

で
あ
り
、
最
初
か
ら
晶
子
と
同
行
の
旅
で
あ

っ
た
。
ま
た
旅
行
の

目
的
も
、「満
鉄
本
社
は
我
我
を
招
い
て
、
満
蒙
の
晩
春
初
夏
を
観
て
歩
か
せ
、
氣
に

入

っ
た
所

で
歌
を
詠
め
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
愉
快
な
旅
行
は
生
涯

に
幾
回
も
あ
ら
う
と
は
想
は
れ
な
い
。
我
我
は
本
社
の
諸
友
の
厚
意
を
満
喫

し
よ
う
。
」
(『満
蒙
遊
記
』
「出
発
と
船
中
」
)

と
述

べ
る
よ
う
に
、
経
済
的
な
心
配

は
全
く
無
く
、
与
謝
野
夫
妻

の
本
業

で
あ

る
歌
を
詠
む
の
が
仕
事
、
と
い
う
恵
ま
れ
た
旅
で
あ

っ
た
。

東
京
出
発
か
ら
計
四
十
四
日
間
の
二
人
の
旅

で
あ

っ
た
が
、
実
際
の
中
国
滞
在

期
間
は
、
東
京
か
ら
神
戸
を
経
て
門
司
港

で
の
乗
船
ま
で
の
四
日
間
、
大
連
か
ら

帰
国
し
た
神
戸

・
京
都

・
東
京
の
自
宅

ま
で
の
六
日
間
、
の
計
十
日
間
を
除
け
ば
、

お
よ
そ
三
十
四
日
間
で
あ

っ
た
。

こ
の
満
州

・
蒙
古
方
面

へ
の
旅
行

の
こ
と
は
、
二
年
後

の

「
昭
和
五
年
五
月
」

に
、

『
満
蒙
遊
記
』

与
謝
野
寛
、
晶
子

合
著

と
題
し
て
、
大
阪
屋
号
書
店
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
旅
行
中
の
内
容
は
、
す

で

に
旅
行
中
に

「横
浜
貿
易
新
聞
」
等
に
連
載
を
し
て
い
る
。注
(2
)

予
定
の
訪
問
地
は
、
当
初

「満
蒙
と
北
京
」
で
あ

っ
た
が
、
中
国

の
国
内
事
情

の
変
化
で
北
京

へ
は
行
け
ず
、
実
際
に
は
、
旧
満
州

(東
北
三
省

-
黒
竜
江

・
吉

林

・
遼
寧
の
各
省
)
と
蒙
古

(内
蒙
古
)
で
あ

っ
た
が
、
内
蒙
古

の
方
も
現
在

の

内
蒙
古
自
治
区
で
は
な
く
旧
内
蒙
古
で
あ
り
、
現
中
国
で
は
吉
林
省
に
属
す
る
地

区
で
あ

っ
た
。
本
稿
で
は
旅
行
後
の
著
書

『満
蒙
遊
記
』
を
基
本
資
料
と
し
た
。

先
ず
簡
単
に
こ
の
書
の
内
容
に
つ
き
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
本
書
は
次

の
よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

項
目
名

執
筆
者

頁

満
蒙
遊
記
の
初
め
に

寛

一
～
四

目
次

出
発
と
船
中

寛

一
～
五

大
連
雑
記

寛

大
連

・
旅
順

五
～
四

一

金
州
以
北
の
記

晶
子

四
二
～
二

一
〇

南
山

・
金
州

・
熊
岳
城

・
営
口

・
大
石
橋

・
湯
簡
子
と
千
山

・
遼
陽

・
安
奉

線
車
上

・
安
東

・
五
龍
背
温
泉

・
奉
天
駅

の
印
象

・
四
平
街

へ
・
四
平
街

・

内
蒙
古
を
行
く

・
沸
南

・
挑
昂
線
車
中

・
昂
昂
渓
駅

・
斉
斉
恰
爾

・
徽
江
の
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一
夜

・
昂
昂
渓

の
宿

・
東
支
那
鉄
道
車
中

・
恰
爾
賓
の
五
日

・
長
春

へ
・
吉

林

・
再
び
長
春

へ
・
公
主
嶺

・
奉
天
に
著
く

・
撫
順

・
奉
天
の
五
日

・
大
連

と
旅
順

・
帰
路

満
蒙

の
歌

一

寛

(二
三
九
首
)

二

=
二
～
二
七
三

満
蒙

の
歌

二

晶
子

(二
二
四
首
)

二
七
五
～
三
三
〇

満
蒙
遊
草

漢
詩

寛

(三
七
首
)

三
三
三
～
三
四
四

旅
行
記
の
大
半
は
晶
子
の
筆
に
よ
る
も
の
で
、
黒
竜
江
省
か
ら
遼
寧
省
に
到
る

各
地

の
状
況
が
か
な
り
詳
細
に
述

べ
ら
れ
、
歌
は
約
四
六
〇
首
、
漢
詩
が
三
七
首

で
あ
る
。
歌
は

一
〇
〇
〇
首
か
ら
選
び
、
漢
詩
も
実
作
か
ら
選
ん
で
、
師
の
吉
田

増
蔵

の
校
閲
を
経
た
も
の
だ
と
い
う
。

漢
詩
は
三
七
首
で
あ
る
が
、
寛

の
漢
詩
が
こ
れ
だ
け
ま
と
ま

っ
て
収
録
さ
れ
る

の
は
、

こ
の

『
満
蒙
遊
記
』
の

「満
蒙
遊
草
」
だ
け
で
あ
り
、

一
種
の
小
漢
詩
集

の
体
裁
を
成
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
の
中
に
収
録
さ
れ
た
漢
詩
を
対
象
に
述
べ

る
の
が
目
的
で
あ
る
。
特
に
、
東
蒙
古

つ
ま
り
内
蒙
古

の
旅
を
詠
ん
だ
漢
詩
を
取

り
あ
げ

て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

「満
蒙
遊
草
」
三
七
首
の
内
容
は
、

日
本
離
陸
ま
で
の
詩
が
八
首

(1
～
8
)、

中
国
旅
行
中
の
作
が
二
九
首
で
あ
る
。
次
に
三
七
首

の
詩
題
を
示
し
て
お
く
。

-

～

り
0

4567811109

戊
辰
暮
春
、
將
伴
内
子
遊
漏
洲
蒙
古
及
北
京
、
與
諸
友
飲
、
三
首

將
嚢
東
京
、
寄
長
城
堀
口
九
萬

一
詞
兄

佐
渡
渡
邊
湖
畔
有
約
不
至
、
乃
有
此
寄

五
月
五
日
、
登
東
京
向
神

戸
車
上
有
作

搭
汽
船
亜
米
利
堅
號
、
登
神
戸
、
瀬
戸
海
上
所
見

黄
海
舟
中
、
與
東
京
、
仙
憂
、
福
岡
、
京
都
四
大
學
諸
教
授
語
、
賦

此
以
似

観
大
連
埠
頭
苦
力
等
所
飼

「百
璽
」
有
感
、
賦
此
似
大
連
諸
友

旅
順
登
千
山
、
宿
大
安
寺

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

171615141312201918

～

24

お

1く 次37
。 い

五 日 で

月 時'

353433323130

36

28272625
●

29

其
二
、
用
朱
子
月
夜
述
懐
駒

遼
陽
微
雨
中
滝
鴨
緑
江
、
望
統
軍
亭
及
九
連
城

東
蒙
古
途
上
、
寄
東
京
諸
友

赴
挑
南
車
上
作

挑
南
投
大
通
旅
館
、
館
係
邦
人
所
螢
。
此
地
排
日
氣
勢
太
熾
、
邦
人

婦
女
小
見
、
皆
避
難
他
方
、
而
其
留
者
入
夜
轍
閉
戸
不
出
。
立
名
森

君
、
適
與
予
同
宿
、
始
納
交
於
君
。
君
本
知
予
名
、
又
善
國
風
。

面
鍼

(面
鍼
漢
語
、
西
人
所
謂
曹
達
也
)

自
昂
昂
漢
、
赴
齊
齊
恰
爾
城
車
上
。

與
黒
龍
江
省
督
軍
呉
俊
陞
夫
人
李
氏
、
聯
車
遊
城
外
。
將
軍
劉
得
権

君
夫
妻
滝
船
緻
江
、
又
張
宴
水
荘
。
席
上
劉
君
詩
先
成
、
乃
和
以
酬
、

五
首
恰
爾
賓
騨
頭
、
弔
伊
藤
博
文
公
遭
難
遺
　

恰
爾
賓
公
園

恰
爾
賓
客
中
、
呈
古
澤
幸
吉
先
生

恰
爾
賓
雑
詩
二
首

柳
架

(於
長
春
客
舎
作
)

吉
林

(吉
林
即
古
崩
愼
地
)

奉
天
北
陵

奉
天
、
遇
大
元
帥
張
作
森
爆
死
之
憂
、
賦
此
似
諸
友

奉
天
客
舎
作

再
向
大
連
車
中
二
首

再
過
旅
順

三
七
首
の
各
詩
の
作
詩
日
時

・
詩
型

・
地
点

(各
省
等
)
を
記
し
て

五 詩
律 型

諸
友
と
飲
む

東 地京 点
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

々々
五
月々

五
月
五
日

五
月
六
日

五
月
七
日

五
月
九
日

五
月

一
二
日

五
月

一
八
日

々
五
月
二

一
日

五
月
二
三
日

五
月
二
四
日

五
月
二
五
日

五
月
二
五
日

五
月

一
八
日

五
月
二
六
日

五
月
二
六
日

々々々々々
五
月
二
七
日

五
月
二
九
日

五
月
二
九
日

五
月
二
九
日

七 七 七 七 七 七 七 七 七 五 五 五 五 雑 七 五 五 五 五 七 五 七 七 七 七 七 五 五
律 律 絶 絶 律 律 絶 絶 絶 古 律 古 古 言 絶 律 律 律 古 律 古 律 絶 絶 古 絶 律 律

体

々

々

々

々

東
京
出
発

々々

東
京
か
ら
神
戸

へ
の
車
中

神
戸
出
航

・
亜
米
利
堅
号
船
中

黄
海
船
上

大
連
埠
頭

遼
寧
省

旅
順

・
爾
霊
山
下

々

千
山
に
登
り

・
大
安
寺
に
宿
す

々

朱
子
の
詩
に
次
韻

々

遼
陽
鴨
緑
江
上

東
蒙
古
途
上

挑
南
へ
の
車
中

挑
南
大
通
旅
館

面
鍼
昂
昂
渓
～
斉
斉
恰
爾
車
中

徽
江
の
船
上

々々々々
恰
爾
賓
駅

恰
爾
賓
公
園

恰
爾
賓

(呈
古
澤
幸
吉
)

冶
爾
賓

恰
爾
賓

々

吉
林
省
々々

遼
寧
省

黒
竜
江
省
々々々々々々々々々々

3736353433323130

五
月
三

一
日

六
月

一
日

六
月
七
日

六
月
四
日

六
月
六
日

六
月
八
日

々
六
月
九

日

七 七 七 五 七 五 五 七律
絶 絶 律 古 古 律 古

 

※
遼
寧
省
滞
在
が
最
長
。
遼
寧
省
が
中
国
旅
行
の
出
発
地
点
、

た
た
め
、
旅
の
道
程
が
大
連
か
ら
北
上
し
て
再
び
大
連
に
南
下
し
た
こ
と
に
よ
る
。

大
連
港
で
亜
米
利
堅
号
に
下
船

・
乗
船
し
て
い
る
。

今
回
の
主
な
対
象
と
な
る
詩
は
、
前
に
挙
げ
た
三
七
首
の
詩
の
、
15

・
16

・
17

・

18
の
詩

で
あ
る
。
順
次
詩
を
挙
げ
て
、
解
説
と
と
も
に
問
題
点
を
指
摘
し
て
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
訓
読
は
西
村
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

長
春

(柳
架
)

吉
林
省

吉
林

々

奉
天
北
陵

遼
寧
省

奉
天

(張
作
森
爆
死
事
件
)

々

奉
天
客
舎

々

大
連

へ
の
車
中

々

々

々

旅
順

々

最
終
地
点
で
あ

っ

先
ず
初
め
は
、
15
の
詩
で
あ
る
。

東
蒙
古
途
上
寄
東
京
諸
友

東
蒙
古

へ
の
途
上
に
て
、
東
京
の
諸
友
に
寄
す

五
月
東
蒙
春
未
加

五
月
の
東
蒙

春
未
だ
加
わ
ら
ず

黄
埃
十
丈
日
車
斜

黄
埃
十
丈

日
車
斜
め
な
り

り
ゆ
う
さ

遊
人
始
識
龍
沙
路

遊
人

始
め
て
識
る

龍
沙
の
路

不
似
神
京
踏
落
花

神
京
の
落
花
を
踏
む
に
似
ず

☆
東
蒙

:
内
蒙
古
と
同
じ
意
。

☆
黄
埃

-
黄
砂
に
よ
る
砂
埃
。

日
車

-
太

陽
。

☆
龍
沙

:
辺
境
の
地
。
こ
こ
で
は
内
蒙
古
を
さ
す
。

☆
神
京

:
東
京

を
い
う
。
「満
蒙
遊
草
」
に

「佐
渡
の
渡
邊
湖
畔
」

に
贈

っ
た
七
言
六
句

の
詩

(5
)
が
あ
り
、

そ
の
詩
の
末
句
に

「
龍
沙
落
日
燕
京

の
花
」

と
見
え
る
。

「燕
京
」

は

「北
京
」
を
指
し
て
い
る
。
五
月
な
の
に
内
蒙
古

の
春
の
訪
れ
の
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遅

い
の
に
比
し
て
、
日
本

の
東
京

で
は
す
で
に
落
花
の
時
節
で
あ
り
、

く
季
節

の
状
況
が
異
な
る
こ
と
を
表

現
し
て
い
る
。

ま

っ
た

次
い
で
、
16
の
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
は
幾

つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。。

赴
挑
南
車
上
作

挑
南

に
赴
く
車
上
の
作

た
ず
さ

左
提

一
詩
婦

左
に

一
詩
婦
を
提
え

と

右
摯
爾
詩
友

右
に
両
詩
友
を
摯
り

四
人
萬
里
遊

四
人

万
里
に
遊
ぶ

し
め

古
敦
得
似
否

古
え
敦
に
似
す
を
得
る
や
否
や

上
車
如
在
家

車
に
上
る
こ
と

家
に
在
る
が
如
し

封
坐
把
毫
賦

対
坐
し

毫
を
把
り
て
賦
す

路
入
東
蒙
沙
連
天

路
は
東
蒙
に
入
り
て

沙
は
天
に
連
な
る

風
捲
黄
埃
暗
干
霧

風
は
黄
埃
を
捲
き
て

霧
よ
り
も
暗
し

ど
じ
よ
う

車
窟
忽
望
土
城
明

車
窓

忽
ち
望
む
土
城
の
明
ら
か
な
る
を

夕
陽
照
出
挑
南
府

夕
陽

照
出
す

挑
南
の
府

☆

一
詩
婦

:
晶
子
の
こ
と
。

☆
両
詩
友

-
加
藤
郁
哉

・
佐
藤
惣
之
介
の
こ
と
。

加
藤
郁
哉
は
、
満
鉄
本
社
営
業
課
の
社
員
。
「旅
行
記
」
に
は

「
満
鉄
が
有
す
る
唯

一
の
青
年
文
人
で
、
ま
た
実
務
家
で
あ
る
。
東
京
外
国

語
学
校
を
出

て
露
語
を
善
く
し
、
露
西
亜
最
近
の
文
学
に
専
門
家
以
上
の
造

詣
が
あ
る
と
云
は
れ
、
詩
と
俳
句

に
於

て
最
も
新
し
い
傾
向
の
作
者
で
あ
る
。

満
鉄
本
社
の
宇
佐
美
君
が
特

に
予
等
の
満
蒙
旅
行
の
た
め
に
、
君
を
煩
わ
し

て
東
道
の
主
人
た
ら
し
め
ら
れ
た

の
は
、
そ
の
用
意
の
深
い
の
に
感
謝
さ
れ

る
。」

と
紹
介
し
、
与
謝
野
夫
妻

の
満
蒙
旅
行
の
全
行
程
の
案
内
役
と
し
て
行
を
共
に

し
た
。
注
?
)

最
後
の
大
連
の
五
日
滞
在

に
も

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

「
ま
た
他

の

一
日

(六
月
十
日
)
は
、
西
田
、
加
藤
、
渡
邊
諸
氏
に
、
四
平

街
か
ら
来
ら
れ
た
森
立
名
さ
ん
を
加

へ
て
、
大
和
ホ
テ
ル
の

一
室
で
短
歌
会

を
開
い
た
。
」

ま
た「か
く
し

て
大
連
に
五
泊
し
、
十
二
日
に
往
路
と
同
じ
ア
メ
リ
カ
丸
に
乗

っ

て
帰
途
に
就
い
た
。
中
に
宇
佐
美
、
小
日
山
、
石
川
三
夫
人
と
、
満
蒙
の
旅

行
を
共
に
し
た
加
藤
郁
哉
さ
ん
、
前
後

の
大
連
滞
在

に
兄
弟
の
如
く
深
切
に

お
世
話
を
し
て
下
さ

っ
た
西
田
猪
之
輔
さ
ん
と
に
、
特

に
別
れ
が
惜
し
ま
れ

た
。」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
三
十
日
間

に
わ
た

っ
て
與
謝
野
夫
妻
と
行
動

を
土
ハに
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

「両
詩
友
」
の
も
う

一
人
は
佐
藤
惣
之
介

で
あ
る
。
彼
は
、
詩
人
ま
た
俳
人
、

與
謝
野
夫
妻
に
遅
れ
て
東
京
か
ら
訪
中
し
、
大
連
、
金
州
を
経
て
夫
妻
の
後
を
追

っ
て
内
蒙
古

へ
の
旅
に
加
わ

っ
た
。

☆
挑
南

:
現
在
は
吉
林
省
白
城
市
に
属
す
る
。
か

つ
て
は
吉
林
省
哲
理
木
盟
に

属
し
て
い
た
。
与
謝
野
夫
妻
が
訪
中
し
た
昭
和
三
年

(一⑩
b。c。)
ご
ろ
の
内
蒙
古

圏
が
ど
う
で
あ

っ
た
か
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
不
明
な
の
だ
が
、
「旅
行
記
」

に
は

「外
蒙
古

・
内
蒙
古
」
に
つ
い
て
の
実
に
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
旅
行
以

前
に
蒙
古
関
係
の
書
物
を
読
ん
だ
り
調
べ
た
り
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
だ
記
述
の
内
容
は
現
在
の
内
蒙
古
の
状
況
と
は
合
致
せ
ず
再
検
証
の
必

要
が
あ
り
、
与
謝
野
夫
妻
の
旅
は
、
旧
満
州

・
内
蒙
古

の
旅

で
は
な
く
厳
密
に

は
東
北
三
省
の
旅
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

☆
こ
の
詩
の
内
容
は
、
「旅
行
記
」
(五
月
二
十
五
日
)

の
四
平
街
か
ら
東
蒙
に

向
か
う
車
中
の
状
景
の
描
写
と

一
致
す
る
。

「午
後
私
達
は
、
沙
地
ば
か
り
に
面
す
る
単
調
な
車
窓
の
展
望
に
も
倦
い
て
、

各
自
が
手
帖
を
出
し
て
歌
を

(佐
藤
さ
ん
は
俳
句
を
)
作

っ
て
居
た
が
、
三

時
三
十
分
に
今
日
の
目
的
地
の
挑
南

へ
著
い
た
。
著
く
時
に
加
藤
さ
ん
か
ら

注
意
さ
れ
て
、
車
窓
の
左
の
前
方
に
挑
南
城
を
望
ん
だ
が
、

こ
れ
ま
で
に
見
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

た
金
州
、
熊
岳
城
、
遼
陽
な
ど
の
城
市
と
違
ひ
、
挑
南
は
城
壁
も
家
屋
も
全

く

一
様
の
灰
色
を
し
て
居
る
。
沙
漠
の
上
に
沙
を
盛
り
上
げ
、
そ
れ
を
三
十

町
四
方
の
方
形
に
固
め
た
土
城
だ
か
ら
で
あ
る
。
折
柄
夕
日
が
城
壁
の

一
方

を
照
ら
し
て
ゐ
た
の
で
城

に
近
づ

い
た
こ
と
を
知

っ
た
が
、
曇

っ
た
日
に
は

沙
と
土
城
と
の
区
別
が
付
か
ず
、
敵
に
対
し
て
自
然
の
カ
ン
フ
ラ
ア
ジ

ュ

(色
彩
錯
迷
)
が
施
さ
れ
て
ゐ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
荒
漠
た
る
平
沙
の
上
に

一
本
の
樹
木

の
点
景
さ

へ
持
た
ぬ
灰
白
色
の
城
、
そ
れ
が
古
代
の
廃
城

で
も

あ
る
こ
と
か
、
最
近
に
築
か
れ
た
繁
華
な
新
城
な
の
で
あ
る
。
千
山
に
登

っ

て
以
来
、
歌

の
外
に
漢
詩
を
も
作

っ
て
ゐ
る
良
人
は
、
こ
の
時
の
感
想
を
次

の

一
篇

に
現
す
の
で
あ

っ
た
。

:
:
詩

・:
・」

と
記
述
す
る
。
同
行
者
は
与
謝
野
夫
妻
、
佐
藤
氏
、
加
藤
氏
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歌

や
俳
句
を
作

っ
て
い
る
。
夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
挑
南
城
の
土
城
の
状
況
は
、
寛

の

漢
詩
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
「満
蒙
遊
草
」
と
ほ
ぼ
同
じ
詩
が
こ
こ
に
も
全
文
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詩
は

萬
里
相
携
遊
。
爾
友

一
詩
婦
。
上
車
如
在
家
。
封
坐
把
毫
賦
。
路
入
東
蒙
沙

連
天
。
風
捲
黄
埃
暗
干
霧
。
車
窓
忽
望
土
城
明
。
斜
陽
照
出
挑
南
府
。

と
い
う
五
言
四
句

・
七
言
四
句

(計
八
句
)
の
雑
言
体
で
あ
る
。
先

に
挙
げ
た

「
満
蒙
遊
草
」
の

「
挑
南
に
赴
く
車
上

の
作
」
が
五
言
六
句

・
七
言
四
句

(計
十

句
)

で
あ
る
の
と
は
、
五
言
の
句
数
が
異
な
る
。
七
言
四
句
は
末
句
の

「
夕
陽
」

と

「
斜
陽
」

の
異
同

の
み
だ
が
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、
「満
蒙
遊
草
」

の
初
め

の
四
句
と
「旅
行
記
」
の
初
め
の
二
句

で
あ
る
。

こ
の
詩

は
ま
だ
他
に
も
残

っ
て
お
り
、
寛
が
こ
の
満
蒙
旅
行
の
車
中
で
作

っ
た

原
詩

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
次
に
挙
げ
る
堺
市

博
物
館
蔵
の

「鉄
幹
漢
詩
草
稿
」
の

一
枚
で
あ
る
。注
(4)

東
蒙
雑
詩
之

一

束
蒙
雑
詩
の

一

萬
里
相
携
遊

万
里

相
携
え
て
遊
ぶ

両
友

一
詩
婦

両
友

一
詩
婦

上
車
如
在
家

車
に
上
る
こ
と
家
に
在
る
が
如
し

封
坐
把
筆
賦

対
坐
し
筆
を
把
り
て
賦
す

路
入
東
蒙
沙
連
天

路
は
東
蒙
に
入
り
て

沙
は
天
に
連
な
る

風
捲
黄
埃
暗
干
霧

風
は
黄
埃
を
捲
き
て

霧
よ
り
も
暗
し

ど
じ
よ
う

車
窓
忽
望
土
城
明

車
窓

忽
ち
望
む

土
城
の
明
ら
か
な
る
を

夕
陽
照
出
挑
南
府

夕
陽

照
出
す

挑
南
の
府

こ
の

「鉄
幹
漢
詩
草
稿
」

一
枚
に
は
、
次
の
五
言
律
詩
が
も
う

一
首
書
写
さ
れ

て
い
る
。

宿
千
山
大
安
寺
、

用
朱
子
月
夜
述
懐
韻

清
徹
上
峰
気
、
不
許
客
衣
軍
、
童
子
晩
吹
火
、
煙
麗
松
樹
間
、
自
笑
平
生
語
、
漫

然
誇
素
寒
、
願
求
詩
骨
痩
、
抱
巻
住
千
山
、

寛

乞
古
沢
先
生
大
政

「東
蒙
雑
誌
之

一
」
及
び

「千
山
大
安
寺
、
用
朱
子
月
夜
述
懐
韻
」

の
二
首
で

一
枚
で
あ
り
、
紙
末
に

「寛
」

の
署
名
と

「古
澤
先
生

の
大
政
を
乞
う
」
の

一
文

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お

「千
山
」

の
詩
は

「満
蒙
遊
草
」
(
11
)

に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

大
政
を
乞
う
た
古
澤
先
生
と
は
古
澤
幸
吉

の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
外
国
語
学
校

ロ
シ
ア
語
科
出
身
、
外
交
官
と
し
て
ロ
シ
ア
に
勤
務
、
退
官
後
は

ハ
ル
ビ
ン
に
在

住
し
満
鉄
公
所
長
兼
在
留
日
本
人
会
会
長
。
漢
詩
や
俳
句
の
作
者
で
あ
り
、
今
回

の
與
謝
野
夫
妻

の
満
蒙
旅
行
は
古
澤
幸
吉

の
尽
力

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
漢
詩

に
堪
能
な
古
澤
幸
吉

に
添
削
を
乞
う
た
の
だ
が
、

こ
の
寛
自
筆
の

「
漢
詩
稿
」
に

は
、
寛
自
身

の
修
正
加
筆

の
跡
は
あ
る
が
古
澤
幸
吉

の
添
削
の
跡
は
無
い
。

ち
な
み
に

「満
蒙
遊
草
」
に
は
、
寛
が
古
澤
幸
吉

に
呈
し
た
七
言
絶
句

一
首
が
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収
録
さ
れ
て
い
る
。注
(5
)

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
に
は
三
種

の
詩
稿
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

作
詩

の
時
期

の
前
後
か
ら
い
え
ば
、

1
堺
市
博
物
館
蔵
漢
詩
稿

2

「満
蒙
遊
記
」
の
記
載
詩

3

「満
蒙
遊
草
」
の
記
載
詩

と
な
る
。
1
と
2
は
、
末
句
の

「夕
陽
」
「斜
陽
」
以
外
は
、
詩
型
も
全
く
同
じ

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
1
及
び
2
が
こ
の
詩

の
原
型

で
あ
り
、
3
は
寛
が

「
満
蒙
遊

草
」
の
閲
読
を
乞
う
た
師
の
吉
田
学
軒

が
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
前
半
六
句

の
第
四
句
は
解
読
困
難

で
あ
り
疑
問
が
残

る
。
こ
れ
に
は
吉
田
学
軒
の
朱
筆
に
よ
る
修
正
加
筆

の
詩
稿
が
無

い
の
で
未
解
決

で
あ
る
。

霜
白
朔
邊
土
①
風
黄
砂
漠
塵

霜
は
白
し

朔
辺
の
土
、
風
は
黄
な
り

砂
漠
の
塵
。

磧
中
忽
聴
銃

車
上
欲
廻
輪

か
え

磧
中

忽
ち
銃
を
聴
き
、
車
上

輪
を
廻
さ
ん
と
欲
す
。

朽
木
存
古
祀
②
新
城
多
漢
民

朽
木

古
祀
を
存
し
、
新
城

漢
民
多
し
。

謹
膠
催
醇
早

差
笛
引
愁
頻

て
き
ろ
う

き
よ
う
て
き

程
膠

酔
の
早
き
を
催
す
、
差
笛

愁

い
を
引
く
こ
と
頻
り
な
り
。

喜
遇
同
郷
客

唱
酬
相
與
親

同
郷
の
客
に
遇
う
を
喜
び
、
唱
酬

相
と
も
に
親
し
む
。

そ
う
だ

つ

自
注
①

(地
は
曹
達
を
生
じ
、
白
き
こ
と
霜
に
似
た
り
)

き
じ
や
く

②

(城
中
に
喜
雀

の
樹
有
り
、
胡
人
之
を
祀
る
、
今
既
に
朽
ち
る
)

次
に
17
の
詩

で
あ
る
。

挑
南
投
大
通
旅
館
、
係
邦
人
所
螢
。
此
地
排
日
氣
勢
太
熾
、
邦
人
婦
女
小
見
、

皆
避
難
他
方
、
而
其
留
者
入
夜
轍
閉
戸
不
出
。
立
名
森
君
、
適
與
予
同
宿
、

始
納
交
於
君
。
君
本
知
予
名
、
又
善
國
風

挑
南
に
て
大
通
旅
館
に
投
ず
、
館
は
邦
人
の
営
む
所
に
係
る
。
此

の
地
は

さ
か

排
日
の
気
勢
太
だ
熾
ん
に
し
て
、
邦
人
の
婦
女
小
見
、
皆
な
他
方

に
避
難

す
な
わ

し
、
而
し
て
其
の
留
ま
る
者
も
夜
に
入
れ
ば
轍
ち
戸
を
閉
じ
て
出

で
ず
。

り

つ
め
い

た
ま

も
と

立
名

・
森
君
、
適
た
ま
予
と
同
宿
し
、
始
め
て
交
を
君
と
納
む
。
君
本
予

が
名
を
知
る
。
又
た
国
風
を
善
く
せ
り
。

挑
南
蒙
古
境

行
旅
太
歎
辛

挑
南
は
蒙
古
の
境
、
行
旅
太
だ
難
辛
。

驕
卒
漫
遮
路

健
癸
吠
向
人

き
よ
う
そ
つ

け
ん
こ
う

驕
卒

漫
り
に
路
を
遮
る
、
健
癸

人
に
向
か
い
て
吠
ゆ
。

境
荒
今
憶
昔

草
短
夏
猶
春

境
は
荒
れ
て

今

昔
を
憶
う
、
草

は
短
く
し
て

夏
も
猶
お
春

の
ご
と
し
。

☆
森
立
名

-
四
平
街

(吉
林
省
)

の
満
鉄
販
売
所

の
主
任
。
歌
人

(「国
風
を

善
く
す
」
)。
「旅
行
記
」
に
は
、
挑
南
で
宿
泊
し
た
大
通
旅
館

で

「食
後
に
佐
藤
惣
之
介
さ
ん
は
加
藤
さ
ん
を
促
し
て
散
歩
に
出
ら
れ
、
私
達

は
此
宿
に
泊

っ
て
ゐ
ら
れ
る
森
立
名
さ
ん
と
お
話
を
し
て
居
た
。
森
さ
ん
は

四
平
街
の
満
鉄
販
売
所
の
主
任

で
、
社
用
の
た
あ
に
蒙
古
の
奥
地

へ
出
張
さ

れ
た
帰
途
に
此
地

へ
来

て
、
私
達
に
逢
う
た
め
に
今
夜
の
出
発
を

一
日
延
ば

さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
以
前
東
京
に
ゐ
ら
れ
た
頃
か
ら
歌
を
詠
む
人
で
あ
る
。

お
話
を
し
て
見
る
と
吉
井
勇
さ
ん
な
ど
を
知

っ
て
ゐ
ら
れ
、
ま
た
大
連
の
私

達
の
旧
友
西
田
猪
之
輔
さ
ん
と
も
親
友

で
あ
る
。
私
達
は
蒙
古
の
暖
野
の
中

の
街
で
計
ら
ず
も
森
さ
ん
と
泊
り
合
せ
た
事
を
喜
ん
だ
。
歌
を
詠
ま
れ
る
と

云
ふ
の
が
何
よ
り
も
私
達
を
氏
に
親
し
ま
せ
る
の
で
あ

っ
た
。
森
さ
ん
か
ら

蒙
古
の
生
活
に

つ
い
て
お
話
を
伺

っ
て
ゐ
る
と
、
…
」

の
記
述
や
、
先
に
挙
げ
た

「大
連

の
五
日
」

の

「
六
月
九
日
」
の
大
和
ホ
テ
ル

の
短
歌
会
に
も
西
田
、
加
藤
、
渡
邊

の
諸
氏
に

「
四
平
街
か
ら
来
ら
れ
た
森
立
名

さ
ん
を
加
え
て
」
と
名
が
見
え
て
い
た
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

☆
挑
南
蒙
古
境

:
与
謝
野
夫
妻
が
旅
行
し
た
時
代
に
は

「挑
南
」
は
内
蒙
古
圏

内
で
あ

っ
た
。

☆
健
癸

:

「旅
行

記
」
に
は
、

「私
達
は
人
の
出
入
り
の
最
も
多

い
大
東
門
か
ら

(挑
南
)
城
内

の
市
街
に

入

っ
た
。
…
檸
猛
な
契
狗
、
普
通
に
蒙
古
犬
と
称
す
る
犬
が
幾
匹
も
彿
徊
し

て
異
邦
人
と
見
れ
ば
吠
え
よ
う
と
す
る
。
」

と

の
記
述
が
あ
る
。

☆
謹
膠

:
程

は
異
民
族
、
膠
は
に
ご
り
酒
。
こ
こ
で
は

「
馬
乳
酒
」
を
い
う
か
。

☆
莞
笛

-
異
民
族
の
笛
。

☆
同
郷
客

-
東
京
出

身

の
森
立
名
を
い
う
。

最
後
は
19
の
詩
で
あ
る
。

自
昂
昂
漢
、
赴
齊
齊
恰
爾
城
車
上

こ
う
こ
う
け
い

ち

ぢ

は

る

じ

よ

う

昂
昂
渓
よ
り
、
齊
齊
恰
爾
城

に
赴
く
車
上

行
蓋
東
蒙
路

望
中
無

一
樹

行
き
尽
く
す
東
蒙
の
路
、
望
中

一
樹
無
し
。

沙
吹
天
逆
升

日
與
車
横
度

さ
か

よ
こ
し
ま

わ
た

沙
吹
き
て
天
逆
し
ま
に
升
り
、
日
は
車
と
と
も
に
横
に
度
る
。

五
月
既
聴
轟

終
年
不
知
露

五
月
既
に
轟
を
聴
き
、
終
年
露
を
知
ら
ず
。

興
安
嶺
那
邊

萬
里
蒼
　
暮

こ
う
あ
ん
れ
い

な

へ

ん

そ
う
ぼ
う

興
安
嶺
は
那
辺
な
ら
ん
、
萬
里
蒼
　
と
し
て
暮
る
。

☆
興
安
嶺

-
黒
竜
江
省
の
山
脈
、
大

・
小
の
嶺
が
続
く
。
東
蒙
の
旅
の
終
着
地

昂
昂
渓
に
到
着

で
あ
る
。

斉
斉
恰
爾
は
黒
竜
江
省
の
省
都
で
あ
る
。
晶
子
は
か

つ
て
こ
の
昂
昂
渓
駅
を

通
過
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

「私
は
大
正
元
年
の
五
月
に
浦
堅
斯
徳
か
ら
汽
車
に
乗

っ
て
、
二
日
目
の
夜

明
け
に
此
駅
を
通
過
し
て
外
蒙
の
満
州
里
に
向
か

っ
た
事
を
思
ひ
出
す
の
で

あ

っ
た
。
其
時
は
全
く
の

一
人
旅

で
、
汽
車
の
室
内
に
日
本
人
を
見
受
け
な

か

っ
た
心
細
さ
に
比
べ
て
、
今
度
は
同
行
者
が
あ
り
、
殊
に
満
鉄

の
詩
人
加

藤
さ
ん
が
周
到
な
注
意
と
深
切
と
を
以
て
案
内
し
て
下
さ
れ
、
…
」

と
晶
子
は
記
し
て
い
る
。
前
年
の
十

一
月
に
渡
欧
し
た
寛
の
後
を
追

っ
て
渡
欧

し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

○

『満
蒙
遊
記
』
ま
た
付
記
さ
れ
た
漢
詩
集

「満
蒙
遊
草
」
は
、
歌
集

・
漢
詩
集

と
し
て
の
文
学
的
な
価
値
以
外
に
別

の
資
料
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
所
謂
東
北
三
省
と
い
わ
れ
る
遼
寧

・
吉
林

・
黒
竜
江
省
の
三
省
は
日

本
と
の
関
係
が
特

に
深
い
地
区

で
あ
る
。
旧
満
州

で
あ

っ
た
と
き
の
こ
れ
ら
の
地

域
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
か
、
特

に
庶
民
の
生
活
が
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た

か
、
そ
の
描
写
は
か
な
り
精
密
な
も
の
が
あ
る
。
与
謝
野
夫
妻
が
歌
人
で
あ
る
だ

け
に
歴
史
的
な
旧
跡
は
勿
論

の
こ
と
だ
が
、
言
語
に
対
す
る
興
味
、
好
奇
心
は
特

殊
で
、
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思
う
。
漢
詩
集
の

「満
蒙
遊
草
」

に
も
読
解
不
可
能
な
点
も
あ
る
の
だ
が
、
夫
妻

の
四
五
〇
首
ほ
ど
の
短
歌
と
同
じ

く
韻
文

に
よ
る
旅
行
記
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
し
ば
ら
く
の

間

こ
の
漢
詩
集

「満
蒙
遊
草
」
の
読
解
の
試
み
を
続
け
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

『満
蒙
遊
記
』
が
出
版
さ
れ
た
年
は
、
与
謝
野
夫
妻
が
主
宰
す
る
新
詩
社
の
最

後

の
同
人
雑
誌

『
冬
柏
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
『
満
蒙
遊
記
』

に
名
の

見
え
る
人
た
ち
の
中
に
も

『
冬
柏
』
の
同
人
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

[参
考
]

「旅
行
記
」
の
中
か
ら
、
古
澤
幸
吉

・
佐
藤
惣
之
介

・
森
立
名
に
関
す
る
記
述
を

記
し
て
お
く
。

◆
古
沢
幸
吉

:

①

「
出
発
前
に
古
澤
幸
吉
君
は
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
、
…
略
…
、
共
に
旅
行
に

つ
い
て

の
注
意
を
与

へ
ら
れ
、
…
三
頁

②
古
沢
氏
令
嬢

(早
川
松
江
)

・
文
化
学
院
最
初
の
卒
業
生
…
四
四
頁

③
恰
爾
賓
の
五
日
…

一
四
九
頁

私
達
は
五
月
二
十
六
日

(
二
七
日
)
の
午
後
八
時
三
十
分
に
松
花
江
の
鉄
橋
を
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渡

っ
て
恰
爾
賓
に
著
い
た
。
騨

へ
は
古
澤
幸
吉
先
生
ご
夫
妻
と
満
鉄
公
所
の
岡

部
正
義
と
が
出
迎
え
て
居
て
く
だ
さ

っ
た
が
、
佐
藤
さ
ん
と
加
藤
さ
ん
と
は
北

満
ホ
テ
ル
に
泊
ら
れ
、
私
達
夫
婦
は
古
澤
先
生
が
静
か
な
処

へ
滞
在
さ
せ
よ
う

と
云
う
ご
厚
意
か
ら
、
巴
里
な
ら
バ

ッ
シ
イ
と
も
云
う
べ
き
高
壮
な
街

に
あ
る

満
鉄
公
館
を
特

に
宿
所
と
し
て
置
い
て
く
だ
さ
る
の
で
あ

っ
た
。
公
館
は
露
西

亜
帝
政
時
代

の
貴
族
の
邸
宅
で
あ

っ
た
と
聞
く
だ
け
に
、
間
数
の
多
い
立
派
な

露
西
亜
建
築

で
あ
る
。
平
生
は
河
野
時
宗
さ
ん
と
云
う
若
い
夫
婦
が
番
を
し
て

ゐ
る
だ
け
で
、
そ
の
広
い
所
に
誰
も
居
な
い
。
騨
か
ら
案
内
し
て
来

て
下
さ

っ

た
古
澤
先
生
御
夫
婦
は
、
ど
の
間
で
も
氣
楽
に
使
用
せ
よ
と
云
わ
れ
る
。
私
は

そ
の
ご
親
切
に
感
激
し
な
が
ら
、
何
と
な
く
東
京
の
宅
に
ゐ
る
よ
う
な
心
の
落

ち

つ
き
を
覚
え
た
。

私
は
四
五
年
前

に

一
度
東
京
で
古
澤
先
生
に
お
目
に
掛

っ
た
。
古
澤
夫
人
と

は
お
手
紙
の
交
際
は
あ
る
が
、
初
め

て
お
目
に
掛
る
の
で
あ
る
。
良
人
は
お
二

人
に
対
し
て
全
く
の
生
面
で
あ
る
。
先
生
は
早
く
東
京
外
国
語
学
校
の
露
語
科

を
出
ら
れ
、
外
交
官
と
し
て
露
西
亜

に
久
し
く
在
住
し
、
領
事
を
辞
せ
ら
れ
て

後
は
、
多
年
此
地

の
満
鉄
公
所
長
及
び
在
留
日
本
人
会
長
と
し
て
、
公
私

の
た

め
に
貢
献
さ
れ

て
居
る
と
聞
い
て
ゐ
た
が
、
お
目
に
掛

っ
て
お
話
を
伺

っ
て
見

る
と
、
露
西
亜
文
学
に
精
通
し
て
ゐ
ら
れ
る
と
共
に
、
日
本
文
学
の
愛
読
者
で
、

新
し
い
作
家

の
小
説

に
ま
で
目
を
通
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
ま
た

漢
詩
や
新
俳
句

の
作
者

で
も
あ
る
。

そ
れ
か
ら
ご
病
身
だ
と
聞
い
て
ゐ
た
夫
人

は
、
痩
せ
て
は
ゐ
ら
れ
る
が
、
近
ご

ろ
は
お
達
者
な
や
う
で
あ
る
の
を
私
達
は

喜
ん
だ
。
優
雅
と
聡
明
と
の
平
衡
を
得
た
夫
人
で
あ
る
の
が
直
感
さ
れ
る
。
私

は
営
口
へ
行

っ
て
久
久
お
嬢
さ
ん
に
お
目
に
掛

っ
た
こ
と
を
話
す
中
に
涙
ぐ
ま

し
い
気
持
ち
に
な

っ
た
が
、
夫
人
の
目
に
も
涙
が
あ

っ
た
。

◆

五
月
二
八
日
夜

今
夜
は
御
招
待
を
受
け
て
四
人
が
古
澤
先
生
の
お
宅

へ
行

っ
た
。
客
は
八
木
総

領
事
さ
ん
の
外
に
、
図
書
館
長
の
来
栖
義
助
氏
御
夫
婦
、
恰
爾
賓
新
聞
主
事
の

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

佐
藤
四
郎
さ
ん
達

で
あ

っ
た
。
総

て
氣

の
置
け
な
い
人
達
を
古
澤
先
生
が
紹
介

し
て
下
さ

っ
た
の
で
、
芸
術
的
な
話
が
食
卓
を
特

に
楽
し
く
し
た
。
私
達
は
古

澤
先
生
が
俳
句
と
漢
詩
を
八
木
総
領
事
さ
ん
が
邦
語
の
詩
を
、
来
栖
夫
人
が
短

歌
を
、
何
れ
も
熱
心
に
作
ら
れ
る
事
を
知
る
の
で
あ

っ
た
。
古
澤
先
生
は
ま
た

暇
を
求
め
て
は
義
之
の
古
法
帖
に
対
し
て
筆
を
染
め
ら
れ
る
相
で
あ
る
。
…

④
五
月
二
九
日
夜
、

今
夜
は
古
澤
先
生
御
夫
婦
と
公
館
で
結
構
な
日
本
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
し
め

や
か
に
遅
く
ま
で
お
話
す
る
事
が
出
来
た
。
私
達
が
此

の
満
蒙
旅
行
を
為
し
得

た
の
は
、
主
と
し
て
先
生
と
大
連
の
宇
佐
美
完
爾
さ
ん
と
の
御
厚
意
に
由
る
事

で
あ
り
、
恰
爾
賓
の
滞
在
も
御
夫
婦
の
細
か
な
御
配
慮

の
お
蔭
で
、
総
べ
て
が

他
日
の
好
い
思
出
と
な
る
事
ば
か
り
で
あ
る
の
を
私
達
は
感
謝
す
る
の
で
あ

っ

た
。
先
生
と
良
人
と
は
同
年
で
あ
る
。
今
度
お
目
に
掛

っ
て
知

っ
た
事
で
あ
る

が
、
先
生
も
良
人
と
同
じ
く
二
十
三
四
歳
の
時
に
朝
鮮

の
京
城
に
ゐ
ら
れ
た
。

先
生
は
日
本
公
使
館
に
、
良
人
は
日
本
領
事
館
に
仮
寓
し
て
居
た
の
で
、
屡
共

に
顔
を
見
ら
れ
た
筈
な
が
ら
交
際
は
無
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
今
夜
の
お

話
の
中
に
昔
の
京
城
の
追
憶
談
が
は
つ
ん
だ
。
先
生
は
當
時

の
朝
鮮
公
使
の
三

浦
、
小
村
両
氏
に
愛
せ
ら
れ
て
其
の
官
邸
に
住
ん
で
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
良

人
も
小
村
氏
を
知

っ
て
居
り
、
そ
の
令
息
の
欽

一
さ
ん
を
も
久
し
く
先
生
と
共

に
知

っ
て
ゐ
る
。
今
度
の
旅
行
に
も
欽

一
さ
ん
が
外
務
省
関
係
の
人
人

へ
紹
介

状
を
書
い
て
下
さ

っ
た
程
で
あ
る
。
食
後
に
四
人
が
欽

一
さ
ん
と
高
濱
虚
子
先

生
と

へ
絵
葉
書
を
書
く
の
で
あ

っ
た
。

⑤
翌
日
三
人
は
公
館
で
午
餐
を
済
ま
せ
た
後
、
午
後

一
時
半
に
騨

へ
出
た
。
古
澤
先
生

初
め
来
栖
氏
御
夫
婦
、
満
鉄
の
坂
本
岡
部
両
氏
、
佐
藤
四
郎
氏
と
浦
崎
さ
ん
な

ど
が
見
送

っ
て
下
さ
る
の
で
あ

っ
た
。

◆
佐
藤
惣
之
介

①
今
夜
ま
た
詩
人

の
佐
藤
惣
之
介
さ
ん
が
此
処
に
著
か
れ
た
。

(五
月

二
〇

日

(
日
曜
)
、
湯
山岡
子
温
泉
)
。
私
達
よ
り
遅
く
東
京
を
発
ち
、
大
連
と
金
州
と
を

一17一



与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

見
て
私
達
の

一
行
に
合
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
明
日
か
ら
の
前
程
に
此
の
若
い

快
活
な
詩
人
を
加
え
得
た
の
は
嬉
し
い
。

②
五
月
二
四
日
、
奉
天
。

案
内
役
の
加
藤
郁
哉
さ
ん
も
、
短
時

間
に
満
鉄

の
奉
天
事
務
所
の
人
人
の
意
見

を
湊
合
し
て

「鄭
家
屯
か
ら
通
遼

へ
行
く
こ
と
を
断
念
し
、
挑
南
と
斉
斉
恰
爾

と
だ
け

へ
行
く
の
な
ら
問
題
は
無
か
ら
う
。
と
に
か
く
四
平
街
ま
で
行

っ
て
奥

地

の
様
子
を
確
か
め
よ
う
」
と
云
は
れ
る
の
で
あ

っ
た
。
詩
人
の
佐
藤
さ
ん
は

「蒙
古

へ
お
伴
す
る
の
は
愉
快
だ
な
あ
」
と
云

っ
て
冒
険
を
喜
ば
れ
る
が
、
…

③
五
月
二
五
日
午
後
、
挑
南
。

(四
頁
下
段
)

④
五
月
二
九
日
…

一
六
四
頁

今
日
佐
藤
惣
之
介
さ
ん
が

一
日
先

に
立

っ
て
長
春

へ
引

っ
返
さ
れ
た
。

[注
]

(1
)
与
謝
野
寛
自
作
の
自
伝

の

「
昭
和
三
年
」

の
項
に
、
「五
月
、
晶
子
と

満
蒙
に
遊
び
、
六
月
に
帰
る
。
古
澤
幸
吉

・
宇
佐
美
寛
爾
両
君
の
斡
旋
に
由

り
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
よ
り
招
聰
せ
ら
れ
た
る
な
り
。」
と
記
す
。

(2
)
「旅
行
記
」
は
、
「横
浜
貿
易
新
報
」
に
、
「満
洲
の
旅
」
と
題
し
て
、
(
一
)

～
(二
十
六
)
ま
で
連
載
し
て
い
る
。

短
歌
は
、
「大
連
新
聞
」
「
満
洲
日
報
」

「改
造
」
等
に
掲
載
し
て
い
る
。

(3
)
「大
連
雑
記
」
(三
四
頁
)

(4
)
17
及
び
18
の
詩

に
つ
い
て
、
筆
者
は

「堺
市
博
物
館
蔵
与
謝
野
鉄
幹
の
漢

詩
の
草
稿
に

つ
い
て
」
(『
堺
市
博
物
館
研
究
報
告
』
第
31
号

平
成
二
十
四
年

三
月
)
の
中

で
、
紹
介
と
解
説
を
施
し
た
が
、
他
の
草
稿
と
は
料
紙
の
紙
質
も

全
く
異
な
り
、
校
閲
者
古
澤
幸
吉
氏

の
朱
筆
に
よ
る
添
削
も
全
く
無
い
の
で
、

恐
ら
く
、
東
蒙
古

へ
の
車
中
で
作

っ
た
原
詩
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

(5
)

恰
爾
賓
客
中
、
呈
古
澤
幸
吉
先
生

恰
爾
賓

の
客
中
に
、
古
沢
幸
吉
先
生
に
呈
す

先
生
白
髪
未
云
還

先
生

白
髪
な
る
も

未
だ
還
ら
ず
と
云
う

さ
く
ほ
う

留
住
朔
方
沙
漠
間

朔
方
砂
漠
の
間
に
留
住
し

卓
落
東
邦
千
載
策

蒼
　
黒
水
爾
厘
山

た
く
ら
く

卓
落
す

東
邦

千
載
の
策

こ
く
す
い

蒼
　
た
り

黒
水

両
厘
の
山

一18一


